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Abstract
　 Orange−yeUow 　plasma 　display　panels （PDPs ）are 　 mainly 　 used 　 as 　 small 　displays　for　devices　 such 　 as

train　ticket　vending 　and 　examining 　machines ．　It　was 　recently 　been　recognized 　that　color 　PDPs 　are 　the

most 　promising　option 　for　 mediu 【n − and 　large−sized 　flat　 color 　displays，　 and 　these 　 are 　 now 　being　de−

veloped 　by　many 　companles 　and 　organizations ．　Several　kinds　of　20　to　40：inch　PDP 　have　been　nlade 　for
information，　NTSC 　TV ，　and 　Hi−Vision　displays．　This　paper　describes　the　principle　of 　the　color 　PDP 　and

the　present 　state　of　and 　prQspects　for　its　development．
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1．まえが き

　 ネオ ン の 放 電 に よ る 橙色発 光 を利 用 す る プ ラ ズ マ デ ィ

ス プ レ イ パ ネ ル （Plasma　Display　Panel：PDP ）は25年 く

らい 前か ら製品化 され，現在で も自動券売機，自動改札

機，行 き先表示 板 な どに 数多く使用 され て い る．ま た，

特殊用途 と し て 60イ ン チ の もの （画面の 対角長が 60イ ン

チ あ る ） も開 発 され て い る．

　
一

方，カ ラ
ーPDP の 研究 も地 道 に進 め られ て きた が，

最近その 開発 ・実用化 の 動 きが 非常 に 活発 に な っ て い

る，微細 な 画索を持 つ 20イ ン チ 前後の カ ラ
ーPDP も報

告 さ れ て い る が ［1，2］，画 素 が少 し粗 い 中 型 か ら大 型 サ

イ ズ の PDP が 開発の 中心 に な っ て い る．1993年 に 製品

化 され た 21イ ン チ カ ラーPDP ［3］もこ の よ うな 意 図 で

情 報 表示 用 と して 開 発 さ れ た．大 型 化 し易 い と い う

PDP の 特徴 を 最大 に 活か す研究が ハ イ ビ ジ ョ ン 用大画

面壁 掛 テ レ ビの 開発 で ，こ の 目標 に 向け こ れ まで に数種

類の 40イ ン チ PDP が 試作 され てい る ［4−7］．

　 こ の よ うに，カ ラ
ーPDP の 研究開発 は中型サ イズ の

情報表示用と大面面 の ハ イ ビジ ョ ン壁掛 テ レビ 用 に絞 ら

れ て い る．こ こ で は，特 に カ ラ
ーPDP に 的 を絞 り，研

究開発 と実用化 の 現状 に つ い て 解説 す る．

2。カ ラ
ー PDP の原理 と糖徴

　カ ラ
ーPDP に は，　 Fig．1 に 示 す 表示 セ ル と呼 ば れ る

小 さ な蛍 光放電 管が多数 並 ん で い て ，そ れ ぞ れ の 表示 セ

ル の 明る さ を制御 し て 画像 を表示す る。Fig．1 （a ），（b）に

示す よ うに，基本的 な構造 の 違 い か ら ， 大 き くDC 型 と

AC 型 の 2 つ の タイ プ に分類 さ れ る．

　DC 型 は Fig．1 （a｝に 示す よ うに 陰極，陽極 とも放 電

空間に 露出して い る の に 対 し，AC 型 は （b）に 示 す よ う
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に誘電体層 と MgO 層 に被覆 さ れ て い る．しか し，どち

ら も電 極 間の 放電 に よ り発 生 した 紫外線 が，放 電 セ ル の

内面に 塗布 され た 蛍 光体 を励起す る．フ ォ トル ミ ネッ セ

ン ス の 原 理 に よ り蛍 光 体材料 に特有の 発光 ス ペ ク トル を

持つ R （赤色），B 〔青色），　 G （緑色）い ずれ か の 可視

光が 放射 され る．各原 色の 発 光 を制 御 して カラ
ー画像 を

得 る 点 は カ ラ
ーブ ラ ウ ン管の 場合 と同 じで ある ．また ，

DC 型 ，
　 AC 型 と もパ ネ ル が メ モ リー機能 を持 っ て い る

点が 大 きな特徴で あ る．

　DC 型 PDP で は 駆動方法 に よ りメ モ リ
ー

機能を付加

して い る．こ れ を パ ル ス メ モ リ
ー方 式 と呼 ん で い る が

［8］，こ こ で は 以 ドの 2 つ の 放電現 象 を利用 して い る．

　  表示セ ル 内 に放 電 後 も残留 する準安 定粒 子 な どは次

　　の 放電開始 を容易に する ．

　  こ れ らの 粒子 は放電 終 r後す ぐに ゼ ロ に な らず時 間

　　 と と もに 徐々 に 減 少 す る ．

　Fig．2 に 示 す よ うに 3 種 の パ ル ス を放電セ ル に 加 え，

こ の 中の 維持パ ル ス の 幅，周期お よ び振幅 は，1 度放電

が 起きる と    に よ りパ ル ス 放電を継続す る よ うに 設定

する．こ の よ うに する と，書込パ ル ス と消去パ ル ス で 準

安 定粒 子 の 量 を制 御 す る こ と に よ り，同 じ維持パ ル ス に

対 して ON と OFF の 2 つ の 状態 を持た せ る こ と が で き

る．実 際 に は 書込放電 の 立 ち．Lが りを速 め る た め ，後述

す る よ うに パ ネ ル 構造 と駆動方法が 工 夫 され て い る ［9］e

　 AC 型 PDP で は，誘電体表面 を放電 に よ る ス パ ッ タ

リン グ か ら守 るた め に MgO 層 が 形 成 さ れ て い る が ，放

篭 が 起 き る と放 電 に よ る 電 荷 （篭 子 と 正 イ オ ン） が

MgO 表而 に 蓄積 し セ ル 内の 篭 界 を弱 め る 働 き をす る．

こ の た め放 電 は瞬時 で 終 わ る．パ ル ス 放電を繰 り返 し継

続する に は，Fig．　3 に 示す よ うに極性が 交互 に反 転す る，
い わ ゆ る交流維持パ ル ス を印加 しな け れ ば な らな い ，蓄

積 され た 電荷 に よ る 壁 電 圧 （Fig．3 の 破線） は 次の 維 持

パ ル ス 放電を起 こ しや す くす る た め ，

．
度 電 荷が 形成 さ

れ る と，極性の 反転す る維持パ ル ス 放電を継続す る．維

持パ ル ス 放電を止め る には 消去パ ル ス に よ る微弱 な放 電

を起 こ し電 荷 を な くすれ ば よい ．

　 こ の よ うに ，PDP は メ モ リー機 能 を持 っ て い る た め

発 光時間を長 くで き るの で ，パ ネ ル の サ イ ズ に 拘わ らず

高い 輝度が 得 られ る．また，後述す る よ うに構造 が 比 較

的簡単 なた め 大 型 化 が 容 易 で ，薄 くて 明 る い 大 画面デ ィ

ス プ レ イの 実現性が高い ．
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Table　l　 Specifications　 and 　performance 　 of　 recent 　 color 　PDPs
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3 ．カラー PDP の 現状

　最近 の PDP を Table　1 に ま とめ て 示す．こ の 中 で 代

表的 な PDP を以 下 に説 明 す る．

3．1 パ ル ス メ モ リー
方式 DC 型 PDP

　NHK 放送技研 で は ハ イ ビ ジ ョ ン 壁掛 テ レ ビ を目指 し

て DC 型 PDP の 研 究を進め て き た が，ユ992年 に 最 初 の

40イ ン チ PDP にハ イ ビ ジ ョ ン iiEii像 を 表示 し た後 ［4］，

そ の 大 幅 な 改 善が 進 ん だ．最近の PDP の 構造 を Fig，4

に 示 す ［6］．パ ル ス メ モ リー方 式 で 駆 動す る DC 型 PDP

で あ る．また，こ の 構造 は ワ イ ドテ レ ビ用の 26イン チ

PDP に も導入され ［10］，1995年秋 よ り松下 電 子 工 業 よ

りサ ン プ ル 出 荷 され て い る．

　表示セ ル に 直列 に 抵抗 を入 れ ，また 封
’
入 す る ガ ス 圧 を

上 げ る こ と で ［11］， 陰 極 の ス パ ッ タ リ ン グ を抑 え，
30，00〔〕時間以 上 の 寿命 を得て い る ［10］．また，蛍光体 を

表示セ ル の 壁面 と底 に塗布す る こ とに よ り輝 度，発 光 効

率 を大幅 に改善 して い る．なお，補助セ ル は 表示セ ル の

放電 を安定 に 開 始す る 働 きを し，きれ い な 画像 表 示 に不

可 欠 な もの で あ る．

32AC 型 PDP

　AC 型 で は Fig．1（b｝に 示 す よ うに，2 つ の 篭 極が 前

面 板 と背面板 に そ れ ぞ れ 配置 さ れ た 方式を対向放電 型 と

呼 ん で い る．こ の タ イ プ は，蛍 光 面 が 電 極 近 傍 に 配 置 さ

れ て い る ため，イ オ ン 衝撃 に よ る 蛍光体の 劣化が 問題 と

な っ た．しか し，蛍光体の 劣化を防 ぐた め ， 行 と列 の 電

極 を背 面 板上 に 配 置 し た面 放 電 型 PDP が 発 表 さ れ て 以

来 ［12］，そ の 改善が 進 み 富士 通 に よ り1993年に 最 初 の カ

ラ
ーPDP の 商品 と な っ た 17］．ま た，1995 年 に は 42イ

ン チ が 試作 され た ［7］．こ の 面 放電型 PDP の 構造を Fig．

5 に示す［3］．

　透明な維持電極 〔X 電極，Yn 電極）は前 面 板 上 に，

障壁 とア ドレ ス 電 極 は背面 板 に そ れ ぞ れ 形成 さ れ ，蛍光

体 は障壁 の 壁 面 と底面 に 塗 布 され て い る．ア ドレ ス 電 極
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と Yn 電極間で 書込が 行 われ た 後，維持電 極間で 維持パ

ル ス 放電が 継続す る．

　面 放電 型 の AC 型 PDP で は，こ の 他 に 日電 ［5］，パ

イ オ ニ ア，三 菱電 機 に よ り20イ ン チ や 40イ ン チ の パ ネ ル

が 開発 され て い る．

Fig．6　「llustratiQn　showing 　features　of　Hi−Vision

Table 　2　Cemparison 　of 　possibleflat　Hi
−Vision　displays

PDPLCDFlat 　CRTELLED

Chromatic呶 OO Q ○ ○

o
賢翻

9
○ △

〜
○ ○ △ Q

Dot　Pitch △ ○ ○ Q ○

Screen　Size ○ A 鬮 企 企

Li彳e ○ ○ ○ ○ O
Contrast ○ ○ ○ 《 ○

Luminance ○ ○ ○ 盒 A

E匠iciency △
〜○ △ O 《 △

OConsfCierable　 △ Some
ADiffEcuEt 　　　 圜Almost　 none

　最近，対向 放 電 型 の 問題 は解消 さ れ た よ うで ， Table

l に 示す21イ ン チ ［1］や 19イ ン チ ［2］の PDP が 開発 され

た．い ず れ も0．2mm 以 下 の 微細な ピ ッ チで あ る．

4．ハ イ ビジ ョ ン PDP

　ハ イ ビ ジ ョ ン は ， 現 在衛星放送 と して毎 日11時 間実用

化試験放送が 行 わ れ，ブ ラ ウ ン 管な どを使 っ た受信機が

普及 しつ つ ある 。こ の ハ イビ ジ ョ ンは ，Fig．6 に 示す よ

うに 豊 か な音 場 再 現 の 中で きめ細 か な 画像 を広 い 画 角 で

見る こ とに よ り，現行 テ レ ビで は 得 られ な い 臨場感や 迫

力 を得 る こ とを 目的 に 開発 され た シス テ ム で あ る．当然

の こ と と して 大画面 の デ ィ ス プ レ イ が 必 要で ，少 な くと

も50イン チ 以上 の 画面が 求め られ て い る ．こ の よ うな大

画 面 受信 機 を家 庭 用 と して 実 現 す る に は場 所 を と らない

壁 掛形が 望 ま し く，以
．
ドに 述 べ る よ うに PDP の 最 も得

意 とす る分 野 で あ る．

　 Table　 2 は，　 PDP ，液 晶 （Liquid　 Crysta1　 Display：

LCD ），フ ラ ッ　ト CRT ，　ELD （Electroluminesccnt　Dis−

play），発 光 ダ イ オード（L三ght　Emitting　Diode：LED ）につ

い て ハ イ ビ ジ ョ ン へ の 可 能 性 を比 較 した も の で あ る．

PDP 以 外の 平簡 デ ィ ス プ レ イ は，ハ イビ ジ ョ ン壁掛 テ

レ ビ実現 に は そ れ ぞ れ 問題 を持 っ て お り ， な か で も ハ イ

ビ ジ ョ ン に 不可欠 な大 画面化が一
番困難で ある。一

方，

PDP は 課 題 が 残 っ て い る もの の ，前 述 し た 特徴 の た め

ハ イ ビ ジ ョ ン 壁 掛 テ レ ビ と して 実現 の 可 能 性 が最 も高 い ．

　 NHK 技研 に よ る 40イ ン チ PDP へ の ハ イ ビ ジ ョ ン 表

示実 験 の 様子 を Fig．7 に 示 す．パ ネル の 構造 は Fig．4

の もの で あ る．パ ネ ル の 厚 さ，重 量 はそ れ ぞ れ約 6mm ，

8kg で，同 サ イ ズ の ブ ラ ウ ン 管 に 比 べ て 奥行 きで 約

1／150，重 量 で 約 1／13と薄 型，軽 量 化 さ れ て い る．写 真

Fig，7　40−inch　Hi−Vision　DC 　PDP 　by　NHK
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Fig，8　 Present　 state 　 and 　 development　 target 　 of　 Hl−Vision
　 　 　 PDP

に 示 すパ ネ ル と駆 動装 置 を ま とめ た表示 装 置 の 奥行 き は

約 6．5cm まで 詰め られ て い る．150cd／m2 の 輝度 で ハ イ

ビ ジ ョ ン 画像を表示 して い る．

5 ．大型 PDP 実用化の課題

　 以 上 述 べ た よ う に ， 40イ ン チ ク ラ ス の PDP の 試 作 と

画像表示の 成功，2／イ ン チパ ネ ル の 製品化 な ど，カ ラ
ー

PDP の 研究開発 は 着実 に進歩 して い る ，情報表示用，

現 行 テ レ ビ 用 の 中 ・大 型 サ イズ の カ ラ
ーPDP の 本 格 的

実用化は 間近 で ある ．しか し，ハ イ ビジ ョ ン壁 掛 テ レ ビ

実 現 まで に は解決 すべ き課 題 が 残 っ て い る．

　ハ イ ビ ジ ョ ン 壁 掛 テ レ ビ に 向 け，PDP の 現状 と 目標

をま とめ て Fig．8 に 示す．最低限必要な要素技術 は あ

る 程 度 固 まっ て き て い るが，AC 型 ，　 DC 型 に 共 通 の 課

題 と して 以
．
ドの 諸 点が 上 げ られ る．

　  大 型 ・高精細 パ ネル 製作技術 の 開発

　  微細 な セ ル に 対 して も高輝度
・
高発光効率 の 維持

　  画質の 改善

　  50イ ン チ 以上 の 大 型 化技 術 の 開発
．

　  シ ス テ ム 全 体 の 消費電力 の 削減

　  低廉化

　 上 記 の 課 題 に対
’
して は種 々 の ア プ ロ ーチか ら検討が 進

ん で い る ．例えば パ ネル 製作 に は フ ォ トリソ 技術を中心

に 新技 術 が 開発 さ れ つ つ あ る．現 在 進 め られ てい る，放

電 の 基 礎 か らパ ネ ル 製 作 技 術，駆 動 技 術 ，LS 王技 術 ，受

信機技術 な どの 総合的な技術 の 進歩 に よ り，大i虫1面 カ

ラーPDP の 本格的 な普及 が 実現 可 能 と考 え られ る．

6。あとが き

　国 内外 に お け る 20〜40イ ン チ の カ ラーPDP の 試 作 と

テ レ ビ 画 像表示 の 成 功 に よ り大 画面 カ ラ
ーPDP の 早期

の 実用化 は近 く，大画面壁掛 テ レ ビ実現 に 向け PDP の
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Fig．9　Anticipated　dispiay　 range 　 of 　future　PDPs

優位 性 は 当分変 わ らな い ．1998年に 開 催予 定の 長 野冬季

オ リ ン ピ ッ ク は ハ イ ビ ジ ョ ン大 画 面 PDP 実 用 化の 重 要

な イベ ン トと して 捉 え られ て い る．Fig．9 は近 い 将来の

デ ィ ス プ レ イの 使用領域 を示 した もの で ，現行方式 の テ

レ．ビ受信機 は もとよ り長 野 オ リン ピ ッ ク か ら21世紀 に か

け て ハ イ ビ ジ ョ ン 受 信機 と して PDP に よ る 大画面壁掛

テ レ ビが まず期待で きる．

　 さ らに ， 21世 紀で はハ イ ビ ジ ョ ン 以 外に もマ ル チ メ デ

ィ ァ，ISDB （lntegrated　Service　Digital　Broadcasting），

立体 テ レ ビな どの 新 しい メ デ ィ ア の 普及が 考え られ て い

る．そ の 中で 大 画面壁 掛テ レ ビの 果た す役割は 大 き く，

21世紀 は PDP に よ る 大 画 面 壁 掛 テ レ ビ の 本格的 な普及

期 に な る もの と予想 され る．
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